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令和元年度 

「泉佐野市ふるさと応援寄附金」実績報告書 

 

～心温まるご寄附ありがとうございました～ 
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１．令和元年度「泉佐野市ふるさと応援寄附」寄附状況について 

《 寄附合計 18,497,020,000 円 》 

（１）事業目的別内訳 

事業目的 件数 金額 

①まなびプロジェクト（教育施設等の公共施設整備） 

公共施設整備基金 
230,575 件 14,168,330,000 円 

⑥こどもプロジェクト（子育て支援） 

⑬メディカルプロジェクト（医療環境整備） 

⑭関空アイスアリーナプロジェクト 

（スケートリンクを核としたまちづくり事業） 

⑮市長におまかせ 

⑯その他プロジェクト 

公共施設の整備を図るための経費 

③ともにいきるプロジェクト 福祉基金 
9,682 件 504,430,000 円 

社会福祉活動の推進に要する経費  

④人づくりプロジェクト 国際交流振興基金 
4,925 件 287,234,000 円 

国際交流の振興を図るための経費 

⑤にぎわいづくりプロジェクト 

地域経済振興基金 
8,271 件 425,480,000 円 

*特に指定しない 

*泉佐野郷土芸能の集い 

*ＥＮＪＯＹりんくう（りんくう花火） 

*ザ・まつり in Izumisano 

*泉州ＹＯＳＡＫＯＩゑぇじゃないか祭り 

市や市民団体が開催するイベントなど「にぎわいづくり」の支援 

⑦地域のアートプロジェクト 芸術文化振興基金 
2,546 件 148,132,000 円 

芸術及び文化の振興のための経費 

⑧クリーンプロジェクト 環境衛生事業基金 
8,457 件 450,041,000 円 

環境衛生事業の推進や環境美化啓発等のための経費 

⑨ふるさとプロジェクト 
ふるさと文化資料 

基金 4,176 件 217,484,000 円 

歴史民俗資料等の文化資料を取得し、保存又は活用のための経費 

②未来を創る教育プロジェクト 

教育振興基金 

38,023 件 2,253,517,000 円 

⑩本の泉プロジェクト 

⑫スポーツ振興プロジェクト 

②学力・体力向上推進、いじめ・不登校対策、奨学金貸付の経費 

⑩児童書・絵本・一般書・実用書などの図書資料充実のための経費 

⑫スポーツ振興やスポーツを通じた交流の促進、 

スポーツに親しむきっかけづくりの為の経費 

⑪わがまちプロジェクト 自治振興基金 
891 件 40,722,000 円 

地域における自治活動の振興と住民自治の促進のための経費 



 3 

 

   

 

 
  

事業目的 件数 金額 

ウガンダ共和国支援  

87 件 1,650,000 円 
オーガニックコットン産業の 6 次産業化をめざす取組み支援 

合   計 307,633 件 18,497,020,000 円 
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２．寄附金の使途について 

 

令和元年度中に皆様から頂いた寄附金は、令和２年３月３１日付で各基金へ積み立てを行い、令和

２年度に寄附財源を予算化し、ご寄附いただいた皆さまのご希望に沿った事業の財源として有効に活

用させていただきました。 

なお、事業詳細については、「泉佐野市ふるさと応援寄附金運用実績報告書」をご覧下さい。 

今後も、本市のまちづくりの重要な手段のひとつとして、引き続きご寄附いただいた皆さまのご希望

に沿えるよう事業の展開を図ってまいります。 

 

３．ご寄附いただいた皆さまへ 

 

５千円以上の寄附をいただいた方に、感謝の気持ちとして、本市の特産品や魅力を感じられる品物

からお選びいただき贈呈いたしました。 

今後とも、皆さまの温かいご支援を賜りますとともに、益々のご健勝をお祈り申し上げます。 

 

４．泉佐野市ふるさと応援寄附金のお問合先・申込先 

 

泉佐野市ふるさと納税業務係 

〒598-0012  

大阪府泉佐野市高松東1丁目10-37 泉佐野センタービル14F 

【電話】０７２-４６８-６１２０ 

【ファックス】０５０-３４８８-２０３３ 

【Eメール】furusatotax@city-izumisano.jp 

【ホームページ】 

https://furusato-izumisano.jp/ 

http://www.city.izumisano.lg.jp/kakuka/koushitsu/seisaku/menu/furusato/index.html 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ①まなびプロジェクト（公共施設整備等基金） 

運用事業の名称 小学校施設整備事業等 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

良好な教育環境の整備を行います 

（事業の内容） 

市内各小学校の設備の新設、老朽化の著しい個所や危険度及

び緊急度の高い営繕工事等を行います 

運用の成果 

令和２年度は、老朽化の著しい個所及び緊急度の高い個所

の修理を行い、安全で安心な教育環境整備を行いました 

○中央小学校滑り台設置業務委託 

○佐野台小学校グラウンド改修工事 

○第三小学校グラウンド改修工事 

○末広小学校大規模改修工事積算等業務委託 ほか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業費 １３，７２１，０００円 

基金から充当した額※ １３，７２１，０００円 

担当部課 教育部 教育総務課 

基金所管部課 市長公室 行財政管理課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 

 

＜佐野台小学校グラウンド＞ 

＜中央小学校滑り台＞ 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ①まなびプロジェクト（公共施設整備等基金） 

運用事業の名称 中学校施設整備事業等 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

良好な教育環境の整備を行います 

（事業の内容） 

市内各中学校の設備の新設、老朽化の著しい個所や危険度

及び緊急度の高い営繕工事等を行います 

運用の成果 

令和２年度は、老朽化の著しい個所及び緊急度の高い個所

の修理を行い、安全で安心な教育環境整備を行いました 

○長南中学校図書室空調設備設置工事 

○第三中学校改修工事 ほか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業費 ４，６９５，０００円 

基金から充当した額※ ４，６９５，０００円 

担当部課 教育部 教育総務課 

基金所管部課 市長公室 行財政管理課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 

 

 

＜第三中学校改修（ﾌｪﾝｽﾌﾞﾛｯｸ）＞ 

＜長南中学校図書室空調設備＞ 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ①まなびプロジェクト（公共施設整備等基金） 

運用事業の名称 小・中学校教材整備事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

市内小学校１３校、中学校５校の教育用コンピューターを

整備することにより、学習指導要領でも例示されているＩ

ＣＴ活用を実施すると共に、学習課題への興味関心を高め、

生徒・児童が繰り返しＩＣＴを利用することにより知識の

定着や技能の習熟を図ることを目的とします 

（事業の内容） 

市内１３小学校及び５中学校のパソコン教室で使用するＩ

ＣＴ機器をリースすることにより、各学校で安定した活用

を行います 

運用の成果 

◆教育用コンピューター設置状況（リース契約） 

 小学校１３校 ５１３台 

 中学校５校  ２０５台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業費 ５２，５５１，０００円 

基金から充当した額※ ５２，５５１，０００円 

担当部課 教育部 学校教育課 

 市長公室 行財政管理課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 

 

 

＜パソコン教室＞ 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑬メディカルプロジェクト（公共施設整備等基金） 

運用事業の名称 りんくう総合医療センター運営負担金事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

りんくう総合医療センターにおいて安心で質の高い医療を提

供できるように医療環境の充実を図ります 

（事業の内容） 

りんくう総合医療センターの医療機器等の整備及び維持管理

を行いました 

運用の成果 

 

 

りんくう総合医療センター運営負担金 

 

○令和元年度分交付金額：111,875,000 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業費 １１１，８７５，０００円 

基金から充当した額※ １１１，８７５，０００円 

担当部課 市長公室 行財政管理課 

基金所管課 市長公室 行財政管理課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑭関空アイスアリーナプロジェクト（公共施設整備等基金） 

運用事業の名称 りんくう公園事業特別会計繰出金事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

りんくうタウン地区において、スケートリンクを核とした、

豊かな緑と賑わいあふれる公園的空間のまちづくりを行いま

す 

（事業の内容） 

りんくう公園整備事業特別会計における事業費等への繰出金

の支出 

運用の成果 

 

りんくう公園整備事業特別会計繰出金 

○平成元年度充当額：627,196,000 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業費 ６２７，１９６，０００円 

基金から充当した額※ ６２７，１９６，０００円 

担当部課 成長戦略室 おもてなし課 

基金所管課 市長公室 行財政管理課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 

 

 

＜りんくうアイスパーク＞ 

＜関空アイスアリーナ＞ 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑮市長におまかせ（公共施設整備等基金） 

運用事業の名称 総合文化センター整備事業  

運用事業の概要 

（事業の目的） 

良好な公共施設等の整備を行います 

（事業の内容） 

施設・設備の整備、老朽化した施設の再整備等を行います 

運用の成果 

  

施設を安心して快適に利用いただけるよう、文化会館の

陶板タイルの張替修繕、文化会館プレハブ内冷蔵庫の更新、

生涯学習センター料理室の空調設備の更新を行いました 

 

○文化会館陶板タイル修繕工事  

○文化会館プレハブ冷蔵庫更新 

○生涯学習センター料理室空調設備更新工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業費 ６，４４９，０００円 

基金から充当した額※ １，９８３，０００円 

担当部課 市長公室 政策推進課 

基金所管部課 市長公室 行財政管理課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 

 

＜文化会館プレハブ冷蔵庫＞ 

＜文化会館陶板タイル修繕＞ 

＜生涯学習センター空調設備更新＞ 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑮市長におまかせ（公共施設整備等基金） 

運用事業の名称 長南公民館整備事業  

運用事業の概要 

（事業の目的） 

良好な公共施設等の整備を行います 

（事業の内容） 

施設・設備の整備、老朽化した施設の再整備等を行います 

運用の成果 

  

利便性向上と災害時の避難所としての機能性の向上を図

り、より多くの市民に利用いただくために第２駐車場の整

備を行いました 

 

○長南公民館駐車場境界測量業務委託 

○長南公民館駐車場整備工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業費 ８，１４０，０００円 

基金から充当した額※ ８，１４０，０００円 

担当部課 教育部 生涯学習課 

基金所管部課 市長公室 行財政管理課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 

 

＜長南公民館第２駐車場＞ 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑮市長におまかせ（公共施設整備等基金） 

運用事業の名称 庁舎等整備事業  

運用事業の概要 

（事業の目的） 

良好な公共施設等の整備を行います 

（事業の内容） 

施設・設備の整備、老朽化した施設の再整備等を行います 

運用の成果 

  

市民の皆様に快適に利用していただくために、市本庁舎

１階トイレ改修と、各階の照明のＬＥＤ化工事等を行いま

した 

 

○市本庁舎１階トイレ改修工事 

○市本庁舎各階照明設備更新工事 ほか 

 

 

 

 

 

 

 

事業費 ４１，０５８，０００円 

基金から充当した額※ ４１，０５８，０００円 

担当部課 総務部 総務課 

基金所管部課 市長公室 行財政管理課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 

 

 

＜照明ＬＥＤ化＞ 

＜１階トイレ改修＞ 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑮市長におまかせ（公共施設整備等基金） 

運用事業の名称 りんくうタウン駅ビル施設整備事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

良好な公共施設等の整備を行います 

（事業の内容） 

施設・設備の整備、老朽化した施設の再整備等を行います 

運用の成果 

  

施設の老朽化による雨漏りや漏水事故を防止し、今後も快 

適に施設を利用していただくために、りんくうタウン駅ビル

の屋上防水改修工事を行いました 

 

○りんくうタウン駅ビル屋上防水改修工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業費 ７，７４４，０００円 

基金から充当した額※ ７，７４４，０００円 

担当部課 成長戦略室 おもてなし課 

基金所管部課 市長公室 行財政管理課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 

 

＜りんくうタウン駅ビル＞ 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑮市長におまかせ（公共施設整備等基金） 

運用事業の名称 佐野公民館整備事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

良好な公共施設等の整備を行います 

（事業の内容） 

施設・設備の整備、老朽化した施設の再整備等を行います 

運用の成果 

  

施設の老朽化による雨漏りや漏水事故を防止し、今後も快 

適に施設を利用していただくために、佐野公民館の屋上防水

改修工事を行いました 

 

○佐野公民館屋上防水改修工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業費 ９，９００，０００円 

基金から充当した額※ ９，９００，０００円 

担当部課 教育部 生涯学習課 

基金所管部課 市長公室 行財政管理課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 

 

＜佐野公民館 屋上＞ 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑮市長におまかせ（公共施設整備等基金） 

運用事業の名称 消防施設整備事業（消防団） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

良好な公共施設等の整備を行います 

（事業の内容） 

施設・設備の整備、老朽化した施設の再整備等を行います 

運用の成果 

 

南中地区において、非常食や毛布などを備蓄する防災倉庫と

消防団車庫を兼ね備えた、地域の防災拠点としての消防団南中

分団車庫の整備等を行いました 

 

消防団南中分団車庫 

○令和３年 1 月 竣工 

○令和３年４月 供用開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業費 ８５，３１４，０００円 

基金から充当した額※ １，５１４，０００円 

担当部課 市民協働部 危機管理課 

基金所管部課 市長公室 行財政管理課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 

 

＜消防団南中分団車庫＞ 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑮市長におまかせ（公共施設整備等基金） 

運用事業の名称 消防団車両購入事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

良好な公共施設等の整備を行います 

（事業の内容） 

施設・設備の整備、老朽化した施設の再整備等を行います 

運用の成果 

  

消防団活動の強化を図るため、山火事の消火活動や台風・

大雨などの水防活動時の資機材搬送車を購入しました 

  

 ○資機材搬送車 １台  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業費 １，２５８，０００円 

基金から充当した額※ １，２５８，０００円 

担当部課 市民協働部 危機管理課 

基金所管部課 市長公室 行財政管理課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 

 

＜資機材搬送車＞ 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑮市長におまかせ（公共施設整備等基金） 

運用事業の名称 防災行政無線施設整備事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

良好な公共施設等の整備を行います 

（事業の内容） 

施設・設備の整備、老朽化した施設の再整備等を行います 

運用の成果 

 

災害時の情報伝達体制の確保を図り、住民の安全を守るこ

とを目的とした防災行政用無線局の設備更新を行いました 

 

○防災行政無線(同報系)屋外拡声子局設備改修業務委託 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業費 １７，２７６，０００円   

基金から充当した額※ １７，２７６，０００円 

担当部課 市民協働部 危機管理課 

基金所管部課 市長公室 行財政管理課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 

 

＜防災行政無線屋外拡声子局＞ 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑮市長におまかせ（公共施設整備等基金） 

運用事業の名称 消防機材整備事業（消防団） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

良好な公共施設等の整備を行います 

（事業の内容） 

施設・設備の整備、老朽化した施設の再整備等を行います 

運用の成果 

 

消防団員の安全確保の装備や情報伝達が可能な救助活動用

資機材の整備を行いました 

 

○消防ポンプ操法用資機材一式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業費 ２，２３７，０００円 

基金から充当した額※ ２，２３７，０００円 

担当部課 市民協働部 危機管理課 

基金所管部課 市長公室 行財政管理課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 

 

＜消防ポンプ操法用資機材一式＞ 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑮市長におまかせ（公共施設整備等基金） 

運用事業の名称 コミュニティバス事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

地域の交通の利便性を図り、高齢者等の交通弱者の交通手段

の確保、公共施設の利用促進を目的としてコミュニティバス

の運行を行います 

（事業の内容） 

市内主要公共施設・駅などを結ぶ４ルートで運行。平成２７

年１０月からは無料運行を実施。令和２年度も引き続き無料

運行を行いました 

運用の成果 

市内 3 ルート（北回り、中回り、南回り）、市内外１ルー

ト（田尻回り）の無料運行を実施しました。 

 ○運行便数 月曜日から金曜日 各８便 

       土曜日 各４便 

○年間利用者数 延べ１４６，４３０人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業費 ５７，８１２，０００円 

基金から充当した額※ ５７，８１２，０００円 

担当部課 都市整備部 道路公園課 

基金所管部課 市長公室 行財政管理課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 

 

 

＜いずみさのコミュニティバス＞ 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑮市長におまかせ（公共施設整備等基金） 

運用事業の名称 農林水産関連整備事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

良好な公共施設等の整備を行います 

（事業の内容） 

施設・設備の整備、老朽化した施設の再整備等を行います 

運用の成果 

 

農林水産業に関連する施設の整備等を行いました 

 

 

○市単独土地改良事業 

○団体営農村総合整備事業 

○府営ため池等整備事業 

○林道改修事業  ほか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業費 ３６，５４１，０００円 

基金から充当した額※ ２０，９４３，０００円 

担当部課 生活産業部 農林水産課 

基金所管部課 市長公室 行財政管理課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 

 

＜林道水呑線・稲倉線舗装＞ 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑮市長におまかせ（公共施設整備等基金） 

運用事業の名称 道路・公園・河川等整備事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

良好な公共施設等の整備を行います 

（事業の内容） 

施設・設備の整備、老朽化した施設の再整備等を行います 

運用の成果 

道路・公園・河川に関連する施設の整備等を行いました 

 ○橋りょう整備事業 

 ○泉佐野土丸線整備事業 

○公共用地先行取得事業 ほか 

 

事業費 １，０３７，７６６，０００円 

基金から充当した額※ ３５，０１６，０００円 

担当部課 都市整備部 道路公園課 

基金所管部課 市長公室 行財政管理課 

 

ご指定の使途 ⑮市長におまかせ（公共施設整備等基金） 

運用事業の名称 市営住宅整備事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

良好な公共施設等の整備を行います 

（事業の内容） 

施設・設備の整備、老朽化した施設の再整備等を行います 

運用の成果 

老朽化した市営住宅の整備等を行いました 

 ○市営住宅整備事業（単独） 

 ○市営住宅集約化事業 

 ○鶴原団地住宅（8～15 棟）建替事業 

○上田ヶ丘住宅（１～11 棟）建替事業  ほか 

事業費 １８４，４６８，０００円 

基金から充当した額※ ７１，８１８，０００円 

担当部課 都市整備部 建築住宅課 

基金所管部課 市長公室 行財政管理課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑮市長におまかせ（公共施設整備等基金） 

運用事業の名称 その他公共施設・設備等整備事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

良好な公共施設等の整備を行います 

（事業の内容） 

施設・設備の整備、老朽化した施設の再整備等を行います 

運用の成果 

 その他の公共施設・設備の整備等を行いました 

 ○集中管理車両購入事業 

 ○町会館等整備事業 

 ○発掘調査事業  ほか 

事業費 ９７，３９７，０００円 

基金から充当した額※ ２０，２９７，０００円 

担当部課 総務部 総務課 ほか 

基金所管部課 市長公室 行財政管理課 

 

ご指定の使途 ⑮市長におまかせ（公共施設整備等基金） 

運用事業の名称 住宅総合助成事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

平成３０年度の台風第２１号により被災した市民等の経済

的負担の軽減を図ることを目的に市独自施策として助成事業

を行います 

（事業の内容） 

被害を受けた市内の戸建て住宅等の改修や除却に要した経

費の一部について住宅改修支援金又は住宅除去補助金を交付 

運用の成果 

○令和２年度 交付件数、交付金額 

・住宅改修支援金・・・377 件、34,827,000 円 

・住宅除去補助金・・・10 件、11,409,000 円 

事業費 ４６，２３６，０００円 

基金から充当した額※ ４６，２３６，０００円 

担当部課 都市整備部 都市計画課 

基金所管部課 市長公室 行財政管理課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 ふれあいまちづくり事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

市内に居住する地域の高齢者、障害者（児）及び子育て中の親子等、

自立生活を行う上において支援を必要とする人々が安心して生活でき

るよう、地域住民の参加と協力による支えあい、助け合い活動を、小

地域で行う体制を整備することを目的とする。 

（事業の内容） 

各地区福祉委員会を通じて、地域の参加と協力による支えあい、助け

合い活動を行う。 

運用の成果 

１、個別支援活動 

延べ訪問回数：38,510 回 

延べ訪問人数：74,207 人 

  登録協力員数： 1,470 人 

高齢者・高齢者世帯・障害者等を中心に、定期的な声かけ訪問や家

事支援、介護支援を行った。 

２、グループ支援活動 

  実施回数：     1,435 回 

延べ参加者数：17,182 人 

  ボランティア等関係者数：5,580 人 

 

①「いきいきサロン」・・・ボランティアと高齢者・障害者等が共同で

活動内容を企画・運営しながら楽しい仲間づくり等を行った。 

 

②「世代間交流」・・・地域の高齢者等から昔からの遊びを教わったり、

昔の生活の話を聞くこと等により、子どもと高齢者等の交流を図った。 

 

③「子育てサロン」・・・子育て中の親子等が集まり、ボランティアと

一緒に子育てについての交流活動や相談活動などを行った。 

事業費 １１，０９４，０００円 

基金から充当した額※ ７，０９９，０００円 

担当部課 健康福祉部 地域共生推進課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 三世代同居等支援事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

子どもを安心して産み育てられ、また、高齢者等が安心して暮らせる

健康で幸せな住環境を創るために、泉佐野市内における三世代同居等

の促進を図る。 

（事業の内容） 

泉佐野市に転入、または市内転居により親世帯と同居または近居（直

線距離が概ね 1.2km 以内）する子ども(中学生以下の孫を含む)世帯に

対して、転入転居費用の一部を助成する。 

運用の成果 助成件数 １４件 

事業費 １，４００，０００円 

基金から充当した額※ １，４００，０００円 

担当部課 健康福祉部 地域共生推進課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 一般介護予防事業 音楽介護予防教室（介護予防機器借上） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

音楽介護予防教室は、介護保険法（平成９年法律第 123 号）第

115 条の 45 第 1 項第 2 号に基づき、市が設置したカラオケ機器

を利用し、介護予防・認知症予防・健康づくりに取り組むとともに、

地域住民の生きがいの場を広げ、コミュニティの創出と活性化を図

ることを目的として実施する。 

（事業の内容） 

  音楽介護予防教室は、市内の町会・自治会・公共機関等において、

カラオケ機器（生活総合機能改善機器ＤＫエルダーシステム）を借

り上げ使用し、月に 1 回以上、高齢者等の介護予防・認知症予防等

のプログラムを実施する。 

運用の成果 
【実施会場数】５６か所【実施回数】３２９回 

【参加者延べ人数】3,897 人 （コロナ禍のため、中止期間あり） 

事業費 35,928,450 円 

基金から充当した額※ 14,050,992 円 

担当部課 健康福祉部 地域共生推進課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 高齢者入浴利用料助成事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

高齢者相互の交流機会及び外出機会の増加、広々とした公衆浴場での

入浴機会を提供することにより、健康増進と交流・ふれあいを推進し、

高齢者の介護予防・健康づくりを図る。 

（事業の内容） 

さのぽカードを所持している市内在住の65歳以上の高齢者を対象に、

市内指定施設４浴場での入浴時に現金または泉佐野地域ポイント（通

称『さのぽ』）でお支払いの後、浴場利用料相当分をポイントで付与す

ることにより助成を行う。 

運用の成果 延べ利用人数 2４,５７７人 

事業費 ６，１２３，０８０円 

基金から充当した額※ ６，１２３，０８０円 

担当部課 健康福祉部 地域共生推進課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 送迎バス運行事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

高齢者相互の交流機会及び外出機会の増加、広々とした公衆浴場での

入浴機会を提供することにより、健康増進と交流・ふれあいを推進し、

高齢者の介護予防・健康づくりを促進するため、公衆浴場の利用者の

利便性を図る。 

（事業の内容） 

利用者の利便性を考慮し、社会福祉センターから鶴原共同浴場へ無料

シャトルバルを運行する。 

運用の成果 延べ利用人数 １，４３３人 

事業費 ３，５３４，９６０円 

基金から充当した額※ ３，５３４，９６０円 

担当部課 健康福祉部 地域共生推進課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 高齢者等疾病予防対策事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

高齢者及び基礎疾患を有する者は、新型コロナウイルスに感染した場

合に重症化するリスクが高い特性があり、仮に感染した場合には、死

亡例の増加、重症者の増加とそれに伴う医療提供体制の逼迫につなが

る可能性がある。 

感染が疑われる場合は行政検査を実施することが基本となるが、感染

した場合に重症化するリスクが高い高齢者や基礎疾患を有する方に対

して、PCR 検査を行うことにより、新型コロナウイルス感染拡大や重

症化を防止することを目的とする。 

（事業の内容） 

行政検査対象外の方で、６５才以上の高齢者または呼吸器など内部機

能の身体障害者手帳所持者の内、希望する方へ新型コロナウイルスＰ

ＣＲ検査を実施する。 

 

運用の成果 

 

実施回数： ８回 

受検者数： 延べ４２５人 

 

 

事業費 ９，０８９，８６６円 

基金から充当した額※ ２，９７２，８４０円 

担当部課 健康福祉部 地域共生推進課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 一般介護予防事業 健康寿命ウォーキング（委託） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

要介護状態等となることの予防又は悪化の防止及び地域におけ

る介護予防事業を実施することにより、運動器の機能向上を図り、

一人ひとりの生きがいや自己実現のための取組を支援し、活動的で

生きがいのある生活や人生を送ることができるように支援するこ

とを目的とする。また、身近な地域において、気軽に参加できる健

康寿命ウォーキング講習会・定例会を行うことで、市内全域での介

護予防の積極的な普及啓発を行い、自主活動へつなげ、その成果と

して、市民の健康寿命を延伸することを目的とする。 

（事業の内容） 

要介護になる原因の約半数を占める足と歩行の問題を解決し、健康

寿命の延伸を実現するため、本市に在住する４０歳以上の市民を対象

に健康寿命ウォーキング（姿勢改善に特化したウォーキング方法）を

地域において実施（講習会・定例会・自主活動支援）することにより、

地域住民の介護予防・介護改善を図る。 

運用の成果 

令和 2 年度 

【講演会】１０回実施 参加者数 ８０人 

【定例会】市内１０箇所 参加者数 延べ６７８人 

（コロナ禍のため、中止期間あり） 

事業費 ４，９２５，２００円 

基金から充当した額※ ６１５，６５０円 

担当部課 健康福祉部 地域共生推進課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 健康都市連合日本支部総会・大会実行委員会負担金 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

健康都市連合日本支部と連携し、少子高齢化の中での健康寿命の延伸

など健康づくりの共通した課題に対し、加盟都市関係者が会し情報交

換等を図り、住民の健康意識の向上に寄与することを目的とする。 

（事業の内容） 

上記目的を達成するため、実行委員会形式による準備を行い、健康都

市連合日本支部総会・大会を開催する。 

運用の成果 

令和２年度に本市で開催予定であった第 16 回健康都市連合日本支

部総会及び大会は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止と

なったが、令和２年 7 月 16 日に書面開催された健康都市連合日本支

部総会において、本市が第 17 回（令和 3 年度）健康都市連合日本支

部総会及び大会の開催地として決定されたため、開催に向けて引き続

き準備を進めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

事業費 １３，２７０，０００円 

基金から充当した額※ １３，２７０，０００円 

担当部課 健康福祉部 健康推進課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 高齢者運転免許自主返納奨励事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

大阪府では交通事故発生件数が全体的に減っているなか、高齢者ドラ

イバー（７０歳以上）による交通事故発生件数は、ほぼ横ばいで推移

している。高齢者ドライバーによる交通事故を更に減少させるため、

運転に自信のなくなった、または運転する機会の少なくなった高齢者

の方が、運転免許証を自主返納しやすい環境づくりのため、高齢者運

転免許自主返納奨励事業として地域ポイント「さのぽ」を進呈し、併

せて「さのぽ」活用による地域経済の活性化促進を図るものです。 

（事業の内容） 

運転免許証を自主返納した高齢者に地域ポイント「さのぽ」１０万ポ

イントの進呈 

対  象  泉佐野市に住所を有する返納時７０歳以上の高齢者 

対象期間  平成３０年 4 月 1 日以降の自主返納 

申請期間  令和２年１０月５日～１１月３０日 

定  員  １００人（申込多数の場合は抽選） 

運用の成果 

◆ 令和２年度の実施結果は次のとおりです。 

・ 申請件数   ２４３件 

・ 当初付与人数  ９８名 

・ 追加付与人数 １３８人（申請者多数につき救済措置対応） 

・ 合計付与人数 ２３６人  

◆この事業の実施により、本市における高齢者免許返納者は、平成 29

年の事業開始当初より継続して増加傾向にあり大阪府平均返納率に近

づいている状況である。加齢に伴う身体機能低下等によって運転に不

安を感じるようになった高齢者ドライバーにとって、自主返納を考え

るきっかけとなり、交通安全の啓発につながっているものと思われる。 

◆引き続き、高齢者ドライバーが急激に増える状況下、高齢者ドライ

バーによる交通事故を更に減少させるため、運転に自信をなくしたり、

運転する機会の少なくなった高齢者の方が、運転免許証を自主返納し

やすい環境づくりのために、本事業を継続したい。 

事業費 23,600,000 円 

基金から充当した額※ 23,600,000 円 

担当部課 都市整備部 道路公園課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 防犯推進事業（特殊詐欺） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

振り込め詐欺などの特殊詐欺を防止し、安全・安心なまちづくりを進

める。 

 

（事業の内容） 

特殊詐欺対策機器（迷惑電話防止装置）の６５歳以上の市民への無料

貸与。 

（貸出台数３００台） 

運用の成果 

 

 令和２年度は、貸出台数３００台の運用を継続して事業実施した。 

 

 

事業費 2,531,760 円 

基金から充当した額※ 2,531,760 円 

担当部課 市民協働部 自治振興課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ④人づくりプロジェクト（国際交流振興基金） 

運用事業の名称 国際交流推進事業（自治振興課） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

① 世界の迎都（げいと）として、海外の友好都市との交流を推進する。 

② 市民の国際化啓発および在住外国人支援。 

（事業の内容） 

① 海外の友好提携都市等との交流事業及び、ホストタウン事業の実施 

② 多文化共生に関わる事業について、国際交流団体への事業委託 

運用の成果 

① 海外の友好提携都市との交流事業及び、ホストタウン事業の実施 

（１）友好提携都市との交流事業 

（新型コロナ感染症の影響により、各都市との相互訪問は休止） 

中国上海市徐匯区、上海市宝山区、四川省成都市新都区、 

山東省聊城市東阿県、山東省威海市、モンゴル国トゥブ県、 

ウガンダ共和国グル市、ブラジル連邦共和国サンパウロ州 

マリリア市、ベトナム社会主義共和国ビンディン省 

（２）ホストタウン事業 

モンゴル国 事前合宿受入 

（新型コロナ感染症の影響により前年度冬期合宿が延長したもの） 

ウガンダ共和国事前合宿に向けた現地調整 

（３）その他友好交流 

中国各都市とのマスク交流、中国煙台市とのリモート会議 

    アフリカ子どもサミット参加 

JICA 共催オンラインイベント実施 

② 多文化共生に関わる事業について、国際交流団体への事業委託 

（NPO 法人泉佐野地球交流協会への委託事業等） 

国際交流イベント事業 

日本語学習支援事業 

多文化共生に関する事業 

新型コロナウィルス感染症に伴う在住外国人支援 

事業費  ６０，１９３，０００円 

基金から充当した額※ １２，７７２，７４１円 

担当部課 市民協働部 自治振興課 

基金所管部課 市民協働部 自治振興課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 大阪版 DMO 推進連携事業（りんくう関空まち処運営） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

観光案内所を設置し、訪日外国人旅行者をはじめとする来訪者にホ

スピタリティを提供することにより、市への満足度向上を図るととも

に、観光案内所「まち処」を核としたインバウンド観光の拠点づくり

を行うことで、地域経済の活性化に資することを目的とする。 

 

（事業の内容） 

観光案内所（りんくうまち処・関空まち処）の運営 

 

運用の成果 

●観光交流プラザ「りんくうまち処」 

 利用者数：12,025 人（日本人 11,751 人、外国人 274 人） 

特産品等売上金額：1,097,805 円 

 

●観光情報プラザ「関空まち処」 

※令和 2 年 4 月 1 日～令和 3 年 3 月 31 日 休館 

  

事業費 ３７，６１９，１５９円 

基金から充当した額※   ３２，６１９，１５９円 

担当部課 生活産業部 まちの活性課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 観光振興事業（泉佐野まち処運営） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

観光案内所を設置し、訪日外国人旅行者をはじめとする来訪者にホ

スピタリティを提供することにより、市への満足度向上を図るととも

に、観光案内所「まち処」を核としたインバウンド観光の拠点づくり

を行うことで、地域経済の活性化に資することを目的とする。 

 

（事業の内容） 

観光案内所（泉佐野まち処）の運営 

 

運用の成果 

●観光おもてなしプラザ「泉佐野まち処」 

 利用者数：6,994 人（日本人 6,967 人、外国人 27 人） 

特産品等売上金額：2,332,120 円 

 

 

 

 

事業費 １４，５８１，１６８円 

基金から充当した額※ １４，５８１，１６８円 

担当部課 生活産業部 まちの活性課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 観光振興事業（キャラクター管理運営） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

市公式キャラクター「イヌナキン」による市の認知度向上とイメー

ジアップを図り、地域の活性化と郷土愛の促進に寄与することを目的

とする。 

 

（事業の内容） 

市公式キャラクター「イヌナキン」の着ぐるみ維持管理、イベント

等への出演、公式グッズの製作・販売等 

 

運用の成果 

●イベント出演 

（ふれあいは出来ないけどアイタかった！in KATANO、りんくう

SMILE2020、動画でいなりんピック、ふるさと祭り東京 2021「ご

当地キャラおんらいん」など） 

●着ぐるみの管理 

（貸出、修繕など） 

●グッズ製作、販売 

（フェイスタオル、ラバーキーホルダー、キン肉マンコラボキーホ

ルダー、ぬいぐるみ、T シャツ、缶バッジなど） 

 

 
 

事業費 ４，７５４，２５４円 

基金から充当した額※ ２，６７９，２５４円 

担当部課 生活産業部 まちの活性課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 関空立国デスティネーション化推進事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

関空の対岸という地理的優位性と交通利便性の強みを活かした 

エリアの魅力創出による観光客の目的地化と周辺地域への出発地、 

あるいは中継地としての機能強化を図り、観光ハブ都市の形成を 

目指す。 

（事業の内容） 

・Destination 化推進事業 

 〔主な業務〕着地型観光の推進 

・ガストロノミーツーリズム構築事業 

 〔主な業務〕広域観光周遊ルートの構築 

・インバウンド受入環境整備強化事業 

 〔主な業務〕ＱＲトランスレーターの拡充 

・グローバル人材育成事業 

〔主な業務〕グローバル・マーケティング人材等の育成 

運用の成果 

●ローカルツアー企画造成等業務委託 

  DMO が地域特性を活かした着地型旅行商品の 

企画・運営・管理を行うためのシステム等の整備 

●グローバル人材養成業務 

ＤＭＯ組織強化と専門人材育成のため、外部人材を招聘して 

ＤＭＯに派遣 

●多言語案内環境整備業務 

ＱＲトランスレーター（ＱＲコードによる多言語表示サービス） 

の整備 

●広域周遊ルート調査業務 

with コロナ・after コロナ期を意識し、ＤＭＯが中心となり、 

滞在コンテンツの充実、広域周遊観光促進のための環境整備、 

情報発信・プロモーションといった、地域の関係者が広域的に 

連携して観光客の来訪・滞在促進を図る取組を持続的に実施して 

いくための基礎となる調査・戦略策定 

事業費 ２５，７０７，１３２円 

基金から充当した額※   １２，８５３，５６６円 

担当部課 生活産業部 まちの活性課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 就労支援カレッジ事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

農業従事者の高齢化が進行する中、若者の農業における就労支援に取

組んでいる本市と、農業従事者の後継者不足が深刻化している弘前市

及び加賀市と連携することにより、労働力の底上げや人材の都市間移

転を促進し、都市及び地方の活性化を図る。 

（事業の内容） 

 大阪市などの大都市圏周辺に在住する就農希望者や就労経験の少な

い若年者等を本市で研修生として受け入れ、農業を通じて就労支援を

実施するとともに、希望に応じて加賀市の梨農家において実践的な農

業体験を実施する。 

運用の成果 

本市及び加賀市において一定数の研修生が農業体験し、新規就労を実

現することができた。 

 

・泉佐野市での農業体験者 

１２５人 

・加賀市での農業体験者 

６人 

・新規就労者 

２７人 

 

 

事業費 ４４，４８２，０００円 

基金から充当した額※ ２２，２４１，０００円 

担当部課 生活産業部 まちの活性課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 エリアマネジメント活動推進事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

商店街をはじめ中心市街地エリア周辺の遊休不動産を活用したエリ

アマネジメントの推進、女性等の社会進出のサポートにつなげる中心

市街地エリアでの雇用機会の創出、中心市街地エリアに人が集う仕組

みの構築等を通じて、まちづくり企業を中心に市の中心市街地の再

生・活性化につなげていくことを目的とする。 

（事業の内容） 

（１）エリアマネジメント活動推進事業：中心市街地周辺エリアのエ

リアマネジメントに取り組むまちづくり企業のまち再生事業の実施 

（２）SDG ｓ 推進事業：育児・介護等で家庭にいる女性等の社会進

出につながるセミナーやワークショップ等の開催や、中心市街地エ

リアで起業しようと考えている人へのサポート等 

（３）マーケティング戦略推進事業：泉佐野地域ポイント「さのぽ」

を活用した中心市街地の商店街等の消費喚起につながる支援、及び当

該支援を通じて得られたマーケティングデータを活用した既存店舗の

販路拡大支援やマーケティングデータを通じた店舗リーシングの実施 

運用の成果 

●エリアマネジメント活動推進事業 

・まちやど実践ワークショップを通じた空き物件の活用件数：３件 

・講演会開催：（開催回数）６回、（参加者数≪のべ人数≫）４０３人 

●SDG ｓ 推進事業 

・テレワークスペースの開設：利用者数のべ ９０９人 

・私たちの月 3 万円ビジネス 

体験ワークショップの開催：（開催回数）１回、（参加者数）４１人 

・なりわいテーブル：（開催回数）1 回（5 回講座）（参加者数）13 人 

●マーケティング戦略推進事業 

・さのぽ利用者数：29,102 人 

・さのぽによる消費額：748,779,564 円 

・販路拡大支援件数：のべ 22 店舗 

事業費 ８５，７１２，６０１円 

基金から充当した額※ ４４，３３４，４７４円 

担当部課 生活産業部 まちの活性課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 泉州タオルプロモーション推進事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

日本のタオル発祥の地である本市において、業界等と連携して「泉州

タオル」の知名度向上、産量拡大等を推進することにより国内生産量

「日本一」をめざし、地域の活性化に寄与することを目的とする。 

（事業の内容） 

 業界等と連携し「泉州タオル」の認知度向上に向けたプロモー 

ション活動を実施 

運用の成果 

 業界団体への支援を通じ、西宮に泉州タオルのアンテナショップを

開設し、SNS による情報発信が新たに開始された。 

 また、タオルの使い回しによる新型コロナウイルス感染症拡大防止

と市民に対する更なる認知度の向上を目的に、市内の全小中学生にマ

イハンドタオルを配布した。 

 

 

事業費   ６，６３７，６１５円 

基金から充当した額※   ６，６３７，6１５円 

担当部課 生活産業部 まちの活性課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 りんくう文化堂建設事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

本市では、年間を通して多くの旅行者が宿泊のため滞在している地

域であるにも関わらず、目的地とはなっていないことから、来訪者の

滞在時間と満足度の向上、さらには消費の拡大につなげることを目的

とする。 

 

（事業の内容） 

 りんくうアイスパーク内へのりんくう野外文化音楽堂の建設 

 

運用の成果 

【整備の概要】 

施設名称：りんくう野外文化音楽堂 

面  積：約 270 ㎡ 

種  類：都市公園法及び同施行令で定める野外劇場、野外音楽堂 

土  地：泉佐野市りんくう往来北 1-271 

（りんくうアイスパーク内） 

施設内容：野外ステージ（屋根付き）、倉庫、電源・照明設備 

その他必要な設備・備品等 

 

【スケジュール】 

令和２年１１月 業者選定 

令和３年３月  工事着工 

令和３年１０月 竣工予定 

 

 

 

事業費   ７８，４２７，０００円 

基金から充当した額※    ４，０１３，５００円 

担当部課 生活産業部 まちの活性課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 
漁業振興事業 

（漁業振興対策事業補助金） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

佐野漁港（泉佐野・北中）及び青空市場を中核とするフィッシャーマ

ンズ・ワーフの活性化と周辺地域経済の振興を図ることを目的とする。 

（事業の内容） 

・フィッシャーマンズ・ワーフ及び周辺の防犯と交通安全対策 

・新型コロナウィルス感染防止対策 

 事業主体 ミニーボートピアりんくう周辺対策協議会 

運用の成果 

○防犯・交通安全対策 

 ・佐野漁港及び周辺地域 防犯カメラ一式 

・交通安全警備員配置 等 

 〇新型コロナウィルス感染防止対策 

防犯・交通安全対策・新型コロナウィルス感染防止対策をする 

ことにより、フィッシャーマンズ・ワーフの健全で安全な周辺環境 

の維持を図り、その活性化と周辺地域経済の振興に寄与することが 

できた。 

また、例年実施しているイベントについて令和 2 年度は新型 

コロナウイルス感染症拡大防止のため中止となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業費 3,000,000 円 

基金から充当した額※ 3,000,000 円 

担当部課 生活産業部 農林水産課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 泉佐野産普及促進事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

・「特産品相互取扱協定」を締結し、自治体間で相互に特産品を情報発

信し、PR 活動や販路拡大に努める。 

・泉佐野で収穫された地場野菜や魚介類の食材を活用し、泉佐野産の

ブランド化と６次産業化の促進を図り、特産品の普及促進を行う。 

（事業の内容） 

「特産品相互取扱協定市へのイベントにかかる費用（旅費、特産品

等）・地場産食材普及促進業務」 

運用の成果 

〇特産品相互取扱協定締結自治体  令和 2 年度末 47 市 

〇イベント            令和 2 年度  中止 

全国の自治体と締結した「特産品相互取扱協定」の各イベントについ

ては、新型コロナウイルス感染症の拡大防止により中止となった。 

〇地場産食材普及促進業務 

・「ホテル日航関西空港」「きたなかマルシェ」「北庄司酒造店」の協力

を得て、泉佐野産（もん）の松波キャベツなどの冬野菜と酒粕と組み

合わせた新たな季節限定メニュー（2 品）を創作しホテル内のレスト

ランで提供。 

      

・神戸の酒粕プロジェクトにエントリーし、テーマに即したメニュー

を提供し、泉佐野産（もん）を広くＰＲ。 

泉佐野産の食材を活用した泉佐野産のブランド化と 6 次産業化の促進

を図り、生産者の生産意欲の向上と経営安定化、泉佐野産特産品の普

及促進に努めた。 

事業費 3,683,249 円 

基金から充当した額※ 3,683,249 円 

担当部課 生活産業部 農林水産課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 



 42 

 

令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 
農業用施設維持管理事業              

（きらめく水と緑のふれあい環境基金分） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

農業用施設の適正な維持管理を促し農業生産の安定化を図るととも

に、ため池を農業用施設として活かしつつ、ゆとりの空間として地域

社会にも貴重な環境資源として市民にも提供し、コミュニティの活性

化を図る。 

 

（事業の内容） 

貝の池、新滝の池、大細利池をため池オアシスとして、草刈り、ゴミ

収集、トイレ清掃、修繕等の日常管理を行う。また、令和 2 年度につ

いては、新滝の池公衆トイレ付近排水管布設替工事（修繕）を行った。 

 

※平成 29 年 3 月 31 日付で「泉佐野市きらめく水と緑のふれあい環

境基金」を廃止し、地域経済振興基金に統合したもの。 

運用の成果 

貝の池、新滝の池、大細利池をため池オアシスとして、草刈り、ゴミ

収集、トイレ清掃、修繕等の日常管理を行うことにより、多くの市民

に利用してもらい、コミュニティの活性化を図った。 

事業費 8,911,625 円 

基金から充当した額※ 8,911,625 円 

担当部課 生活産業部 農林水産課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑦地域のアートプロジェクト（芸術文化振興基金） 

運用事業の名称 絵てがみコンクール全国大会 作品展運営等業務委託事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

泉佐野市の特産品であるタオルを使った筆で描いた絵てがみコンクー

ルを開催  作品募集・審査から表彰・作品展示を行う。 

 

（事業の内容） 

全国タオル筆で描く絵てがみコンクール運営業務の委託。 

 

運用の成果 

生涯学習センター運営事業  

 絵てがみコンクール全国大会・作品展運営等業務委託料 

 ３，００６，５６５円 

 

2020年10月１日から11月30日まで絵てがみ作品を募集受付。 

応募総数 総数 ２，１４８点  

2020 年 12 月に審査を行い、入賞作品 450 点を選出。 

2021 年３月 24 日から 28 日まで、エブノ泉の森ホール 

ギャラリーにて作品展を開催。 

 

 

 

 

 

 

 

事業費 ３，００７，０００円 

基金から充当した額※ ３，００６，５６５円 

担当部課 教育部 生涯学習課 

基金所管部課 教育部 生涯学習課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑦地域のアートプロジェクト（芸術文化振興基金） 

運用事業の名称 いずみさの第九コンサート事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

様々な世代や立場の市民が一体となって歌い、コンサートをつくり上

げることにより、市民相互の連帯感を強め、より強固なコミュニティ

の醸成に寄与するとともに市の活性化につながることを目的として開

催する。 

 

（事業の内容） 

公募により泉佐野市民を中心とした合唱団を結成し、練習を重ね、い

ずみさの第九コンサートを開催する。 

 

運用の成果 

社会教育団体支援事業  

 需用費 消耗品費 消耗機材費（楽譜代） ３，９２７円 

 

２０２０年１２月に第九コンサートの開催を予定していたが、新型コ

ロナウィルスの影響で、延期決定。 

延期の決定前に、歌唱指導の講師とコンサート出演のソリスト用の楽

譜を購入。 

（購入した楽譜は開催年度に使用予定） 

 

 

 

  

 

 

 

事業費 １，８４０，０００円 

基金から充当した額※ ３，９２７円 

担当部課 教育部 生涯学習課 

基金所管部課 教育部 生涯学習課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑦地域のアートプロジェクト（芸術文化振興基金） 

運用事業の名称 市民オーケストラ楽器購入事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

泉佐野市の音楽文化の向上・発展に寄与することを目的に 1977 年創

設された泉佐野市民オーケストラの活動を支援する。 

 

（事業の内容） 

年齢、経験、楽器の有無を問わず、音楽を愛する人が誰でも参加でき

る開かれたオーケストラとして活動している。定期演奏会や各イベン

トへの参加、毎週日曜日に団員が集まり練習を行う。 

 

運用の成果 

社会教育団体支援事業  

 備品購入費 ２９９，０４０円 

        内訳 アルトトロンボーン 248,600 円 

           ファゴットケース   48,290 円 

           マレットケース    2,150 円 

 

市民オーケストラで使用していた楽器等が経年劣化、修理不能のため、

買い替えを行う。 

 

 

事業費 ３２７，０００円 

基金から充当した額※ ２９９，０４０円 

担当部課 教育部 生涯学習課 

基金所管部課 教育部 生涯学習課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑧クリーンプロジェクト（環境衛生事業基金） 

運用事業の名称 泉佐野市犬・猫不妊去勢手術費用助成金交付事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

狂犬病予防法（昭和２５年法律第２４７号）に規定する飼い犬の登

録の促進及び狂犬病予防注射実施率の向上、また、動物の愛護及び管

理に関する法律（昭和４８年法律第１０５号）の趣旨に基づき、犬及

び猫のみだりな繁殖を抑制することを目的とする。 

（事業の内容） 

不妊去勢手術を行なった犬・猫の飼い主に対してその費用を助成する。 

運用の成果 

◆令和２年度の実績は次のとおりです。 

種別 
申請数 オス メス 

助成額（円） 
助成数 オス メス 

飼い犬 
65 36 29   

57 33 24 285,000 

飼い猫 
100 64 36   

80 52 28 400,000 

地域猫 
159       

86 46 40 412,000 

合 計 
324       

223 131 92 1,097,000 

◆飼い犬登録頭数・狂犬病予防注射済票交付件数は次のとおりです。 

年度 
飼い犬 

登録頭数 

狂犬病予防注射済票 

交付件数 

平成２9 年度 5,015  3,241  

平成 30 年度 4,864  3,191  

令和元年度 4,618  3,170  

令和 2 年度 4,621 3,146 
 

事業費 １，０97，０００円 

基金から充当した額※ １，０97，０００円 

担当部課 健康福祉部 健康推進課 

基金所管部課 生活産業部 環境衛生課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑧クリーンプロジェクト（環境衛生事業基金） 

運用事業の名称 家庭用燃料電池コージェネレーション一ステム設置補助事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

温室効果ガスの排出を抑制し、地球温暖化防止に寄与することを目的

としています。市内一般家庭で、家庭用燃料電池コージェネレーショ

ンシステム（エネファーム）導入を支援することにより、環境にやさ

しい社会を目指します。また、同時に定住促進を促します。 

（事業の内容） 

所定の要件の下、住宅に燃料電池コージェネレーションシステムを設

置する、または設置された住宅を購入する個人に対して、設置費の一

部を補助することにより、温室効果ガスの排出を抑制し、地球温暖化

防止に寄与する。 

・補助金額   定額 5 万円  

・補助予定件数 100 件 

 

運用の成果 

◆令和２年度家庭用燃料電池コージェネレーションシステム設置補助

金の交付件数、交付金額は次の通りです。 

 

・設置補助金交付件数１００件・交付総額５０0 万円  

新築設置件数  ５件 

既築設置件数 ９５件 

 

 

 

 

 

 

 

事業費 ５，０００，０００円 

基金から充当した額※ ５，０００，０００円 

担当部課 生活産業部 環境衛生課 

基金所管部課 生活産業部 環境衛生課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑧クリーンプロジェクト（環境衛生事業基金） 

運用事業の名称 まち美化清掃事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

高齢者が生き生きと働ける場を確保するとともに、ポイ捨てのない美

しいまちづくりを推進することを目的とする。 

（事業の内容） 

南海泉佐野駅、ＪＲ日根野駅等の市内各駅周辺をはじめ、市等が管理

する道路及び公園等のうちから、５つの中学校区別に清掃区域を設定

し、当該区域内のポイ捨てごみ等の収拾運搬を公益社団法人泉佐野市

シルバー人材センターに委託するもの。 

 

運用の成果 

◆令和２年度活動実施結果は次の通りです。 

・従事延人数 ２，７６0 人 

・従事延時間数 5，999.5 時間 

   ・委託料決算額 ７，373，827 円 

◆この結果、高齢者雇用創出の向上、地域の美化推進が図られた。 

◆引き続き事業を継続することにより、上記結果の充実を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

事業費 ７，３７３，８２７円 

基金から充当した額※ ７，３７３，８２７円 

担当部課 生活産業部 環境衛生課 

基金所管部課 生活産業部 環境衛生課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑧クリーンプロジェクト（環境衛生事業基金） 

運用事業の名称 花とみどりのボランティア事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

市域の快適な生活環境を保全するとともに、緑化意識の高揚と地域の

活性化を図ることを目的とする。 

（事業の内容） 

市内の道路植栽帯や公園等における花壇整備・清掃活動を実施してい

ただく団体を募集し、市の支援としてボランティア活動保険加入手続

の代行、及び加入保険料の負担、ボランティア袋の支給及び活動表示

板の貸与を行うとともに、花壇等での花木の植え付け管理をしていた

だける団体に対して、必要最小限の園芸用具と花木の種苗等の購入費

として花壇等１平方メートル当たり１万円、ただし１団体当たり５万

円を限度とする活動推進補助金を支給するもの。 

運用の成果 

◆令和２年度活動実施結果は次の通りです。 

・実施団体数 ２2 団体 

   ・同決算額  ２９，４００円（95 人分） 

   ・活動推進補助金交付団体数 １６団体 

・同決算額 ４５６，８１８円 

・消耗品費等決算額 （ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ袋）１３，３１０円 

          （郵便料）   ３，６９６円 

◆この結果、市域の生活環境保全の向上、緑化意識の高揚、地域の活

性化が図られた。 

◆引き続き事業を継続することにより、上記結果の充実を行います。 

 

事業費 ５０３，２２４円 

基金から充当した額※ ５０３，２２４円 

担当部課 生活産業部 環境衛生課 

基金所管部課 生活産業部 環境衛生課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 

 



 50 

 

令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑧クリーンプロジェクト（環境衛生事業基金） 

運用事業の名称 再生可能エネルギー 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

コロナ過において経営状況がひっ迫している市内に施設を所有する中

小企業等民間事業者に対して従量電力料金の割引をもって経営を支

援。 

 

（事業の内容） 

泉佐野電力と１年以上継続して電力需給契約を締結する事業者に対

し、泉佐野電力を通じて、１事業者１施設のみ電気料金のうち電力料

金から２０％割引し、令和４年３月３１日まで割引額の総額が１施設

あたり１００万円に達するまで継続。 

 

運用の成果 

◆令和２年度活動実施結果は次の通りです。 

・事務経費    2,292,685 円 

・電気料金支援分 1,968,743 円 

支援事業所数 ５件 

事業所名 割引額 

畑谷タオル 115,39８円 

南肥タオル 120,023 円 

玉龍敷布工場 169,428 円 

H.I.S.ホテル 1,000,000 円 

アイスアリーナ 563,894 円 

合計 1,968,74３円 

  

・合 計     4,261,428 円 

 

 

 

事業費 ４，２６１，４２８円 

基金から充当した額※ ４，２６１，４２８円 

担当部課 生活産業部 環境衛生課 

基金所管部課 生活産業部 環境衛生課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑧クリーンプロジェクト（環境衛生事業基金） 

運用事業の名称 新型コロナウイルス感染症対策市指定可燃ごみ袋配布事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

新型コロナウイルス感染症感染拡大に伴う緊急事態宣言等により、在

宅が多くなることで、家庭での可燃ごみ量の増加が予測されるので、

生活支援を目的とする。 

 

（事業の内容） 

市内全世帯に泉佐野市指定可燃ごみ袋 20 リットル（10 枚 1 パック）

を配布した。 

 

運用の成果 

額面的には少ないが、家庭の経済的負担の軽減ができた。 

 

 

 

事業費 ２，１２４，５２０円 

基金から充当した額※ ２，１２４，５２０円 

担当部課 生活産業部 環境衛生課 

基金所管部課 生活産業部 環境衛生課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑨ふるさとプロジェクト（ふるさと文化資料基金） 

運用事業の名称 歴史文化資料の保存活用事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

泉佐野市内の歴史文化について、市民の学習意欲や教育普及効果を高

めるために、より効果的な活用事業を図ることを目的とする。 

（事業の内容） 

・史跡日根荘遺跡整備事業 

・重要文化財保存整備事業 

・史跡日根荘遺跡整備事業 

運用の成果 

 

 

 

 

 

 

                     （林道犬鳴東手川線） 

 

 

 

・林道犬鳴東手川線改修工事 

・史跡日根荘遺跡日根神社法面防災工事事業補助 

 

 

 

 

 

                    （大将軍湯外観） 

 

 

 

 

 

・大将軍湯保存活用計画の策定 

・奥家住宅耐震診断調査業務 
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                      （日本遺産北前船 

                         ポスター等） 

 

 

 

・北前船日本遺産情報発信事業として、ブックレット、 

ポスター、チラシを作成 

事業費 25,133,900 円 

基金から充当した額※ 11,429,900 円 

担当部課 教育部 文化財保護課 

基金所管部課 教育部 文化財保護課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 
事務局運営事業費 

  （35 人学級・小中連携：任期付フル 1４人） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

 教員が一人ひとりの子どもに向き合う時間を増やし、個別の課題に

より、きめ細かく対応できること及び、小中の連携を促進し中 1 ギャ

ップの解消をめざす。 

 

（事業の内容） 

 小中学校の一学級の児童生徒数は、国の学級編成基準により、小学

校１・２年生は 35 人以下、それ以外は 40 人以下と定められている。 

 そのような中、市の独自施策として、小学校 3～6 年生においても、

学級定員が 35 人以下となるよう状況に応じて、また、小中学校の連

携を推進し、中 1 ギャップの解消をめざすため、各中学校に 1 名、市

単費で教職員の配置を行う。 

 

運用の成果 

●前年度の 2 月 1 日現在、学年の平均児童数が 36～40 人と見込ま

れる学年（６校、９学年）及び、各中学校に 1 名ずつ、任期付教職

員計 1４名を配置した。 

 

●この結果、教員が児童一人ひとりに関わる時間が増え、学習面や生

活面において、きめ細かな指導ができた。また、各中学校において

小中合同研修を開催するなど小中連携の取り組みを前進させること

ができている。 

 

●引き続き、小学校全学年における 35 人学級を維持し、小中の連携

推進に取り組んでいく。 

 

事業費 75，889，996 円 

基金から充当した額※ 75，889，996 円 

担当部課 教育部 教育総務課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 小・中学校管理運営事業（児童・生徒用可動式机椅子） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

児童・生徒に、より良い教育環境を提供する。 

（事業の内容） 

老朽化した児童・生徒用の机椅子を、従来の固定式から高さ調整が

可能な可動式で、机の天板が縦横５㎝ずつ大きい、新ＪＩＳ規格適合

のものに更新するもの。 

運用の成果 

●下記のとおり、机椅子の整備を実施した。 

 ・大木小   ５２セット 

・新池中  ５１９セット 

 ・日根野中 ５０６セット 

●成長著しい児童・生徒の体格に合わせることが可能で、学習教材の

大型化へ対応した机椅子に更新することで、教育環境の改善が図られ

た。 

 
 

事業費 14，646，995 円 

基金から充当した額※ 14，646，995 円 

担当部課 教育部 教育総務課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 小・中学校管理運営事業（AED） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

 学校の教育環境の安全確保のため 

（事業の内容） 

市内小中学校のプール及び体育館用に AED を整備する。 

運用の成果 
プールや体育館などでの体育授業時の万が一の事態に備えて、AED

を設置し児童・生徒等の安心な教育環境が確保できた。 

事業費 5，917，486 円 

基金から充当した額※ 5，917，486 円 

担当部課 教育部 教育総務課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 小・中学校管理運営委事業（端末整備） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

 国の GIGA スクール構想（児童生徒１人１台端末の実現）による ICT

教育を推進するため 

（事業の内容） 

市内小・中学校全校の児童・生徒及び教職員に１人１台端末を整備

するもの。 

運用の成果 

・市内小中学校へ 7660 台端末整備した。 

 小学校１３校 5067 台 

 中学校 5 校  2593 台 

 ※端末は、NEC 製のクロームブックを採用し、教育支援ソフト初期

導入した。１人１台端末を整備することにより、授業における各

教科の適切な学習場面で活用している。 

事業費 449,695,620 円 

基金から充当した額※ 118,870,620 円 

担当部課 教育部 教育総務課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 給食事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

安心安全な学校給食の安定的な供給を図る。 

（事業の内容） 

学校給食臨時休業対策費補助金として、保護者の負担軽減及び学校

給食の安定的な供給を図る観点から事業者に対し、違約金等損失額を

補助する。 

運用の成果 

学校給食臨時休業対策費補助金として、保護者の負担軽減及び学校

給食の安定的な供給を図る観点から事業者に対し、違約金等損失額

8,692,556 円を補助。 

 補助金の一部 2,173,556 円を基金から活用。 

事業費 8，692，556 円 

基金から充当した額※ 2，173，556 円 

担当部課 教育部 教育総務課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 中学校給食事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

安心安全な学校給食の安定的な供給を図る。 

 

（事業の内容） 

学校給食臨時休業対策費補助金として、保護者の負担軽減及び学校

給食の安定的な供給を図る観点から事業者に対し、違約金等損失額を

補助する。 

 

運用の成果 

学校給食臨時休業対策費補助金として、保護者の負担軽減及び学校

給食の安定的な供給を図る観点から事業者に対し、違約金等損失額

4,171,940 円を補助。  

補助金の一部 1，042，940 円を基金から活用。 

 

事業費 4，171，940 円 

基金から充当した額※ 1，042，940 円 

担当部課 教育部 教育総務課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 佐野中学校屋外照明整備事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

市民の生涯スポーツの振興を目的として学校施設開放の拡大を図る

ため、佐野中学校グラウンドへの夜間照明の設置を行います。 

（事業の内容） 

佐野中学校グラウンドに屋外照明設備を設置します。 

運用の成果 

市民の生涯スポーツの振興を目的として、学校教育に支障のない範囲

で教育施設の開放拡大を図るため、佐野中学校グラウンドへの夜間照

明設備設置のため下記事業を行いました。 

〇佐野中学校屋外照明整備工事監理業務委託 

〇佐野中学校屋外照明整備工事 

     

 

事業費 43,340,000 円 

基金から充当した額※ 27,340,000 円 

担当部課 教育部 教育総務課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 末広小学校プール整備事業  

運用事業の概要 

（事業の目的） 

良好な教育環境の整備を行います。 

（事業の内容） 

末広小学校プールの整備を行います。 

 

運用の成果 

小学校児童の水泳技術の習得及び健康増進と体力の向上を

図るとともに、災害時において飲料水を確保する避難場所

としての役割を果たす目的として屋外プールの整備を行う

ための各種事業を行いました。 

〇末広小学校プール整備工事監理業務委託 

〇末広小学校プール整備工事 

 

  

 

事業費 252,562,106 円 

基金から充当した額※ 154,523,000 円 

担当部課 教育部 教育総務課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 日新小学校プール整備事業  

運用事業の概要 

（事業の目的） 

良好な教育環境の整備を行います。 

（事業の内容） 

日新小学校プールの整備を行います。 

 

運用の成果 

小学校児童の水泳技術の習得及び健康増進と体力の向上を

図るとともに、災害時において飲料水を確保する避難場所

としての役割を果たす目的として屋外プールの整備を行う

ための各種事業を行いました。 

〇日新小学校プール整備工事監理業務委託 

〇日新小学校プール整備工事 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

事業費 246,331,590 円 

基金から充当した額※ 144,215,590 円 

担当部課 教育部 教育総務課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 

 

 



 62 

 

令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 第三小学校プール整備事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

良好な教育環境の整備を行います。 

（事業の内容） 

第三小学校プールの整備を行います。 

また、昇降機設備（エレベーター）の設置も併せて行いま

す。 

運用の成果 

小学校児童の水泳技術の習得及び健康増進と体力の向上を

図るとともに、災害時において飲料水を確保する避難場所

としての役割を果たす目的として屋外プールの整備を行

い、同時により安全で快適な教育施設整備のため、また、

災害時には障害者及び高齢者等に対して避難所として機能

を高めるため昇降機設備を設置しました。 

〇第三小学校プール整備・昇降機設備設置工事 

〇第三小学校プール整備・昇降機設備設置工事監理業務委

託 

 

  

 

 

事業費 172,922,520 円 

基金から充当した額※ 136,761,520 円 

担当部課 教育部 教育総務課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 上之郷小学校プール整備事業  

運用事業の概要 

（事業の目的） 

良好な教育環境の整備を行います。 

（事業の内容） 

上之郷小学校プールの整備を行います。 

運用の成果 

小学校児童の水泳技術の習得及び健康増進と体力の向上を

図るとともに、災害時において飲料水を確保する避難場所

としての役割を果たす目的として屋外プールの整備を行う

ための各種事業を行いました。 

〇上之郷小学校プール整備工事監理業務委託 

〇上之郷小学校プール整備工事 

  

 

事業費 251,278,765 円 

基金から充当した額※ 169,868,765 円 

担当部課 教育部 教育総務課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 第三中学校プール整備事業  

運用事業の概要 

（事業の目的） 

良好な教育環境の整備を行います。 

（事業の内容） 

第三中学校プールの整備を行います。 

 

運用の成果 

中学校生徒の水泳技術の習得及び健康増進と体力の向上を

図るとともに、災害時において飲料水を確保する避難場所

としての役割を果たす目的として屋外プールの整備を行う

ための各種事業を行いました。 

〇第三中学校プール整備工事監理業務委託 

〇第三中学校プール整備工事 

 

  

 

事業費 259,179,514 円 

基金から充当した額※ 174,891,000 円 

担当部課 教育部 教育総務課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 長南小学校整備事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

障害のある児童のより安全で快適な教育環境を整備し、

災害時には障害者及び高齢者等に対して避難所として機能

を高めるため整備を行います。同時に、トイレの洋式化率

向上及び教育環境の改善を図るため整備を行います。 

（事業の内容）    

昇降機設備（エレベーター）設置及びトイレ棟の増築を

行います。 

運用の成果 

小学校児童のより安全で快適な教育施設としての整備・充

実と地域コミュニティの拠点及び災害時における避難所と

しての役割を果たすことを目的として、昇降機設備及び校

舎間の渡り廊下の設置のため各種事業を行いました。 

〇長南小学校昇降機設備・トイレ棟増築工事 

〇長南小学校昇降機設備・トイレ棟増築工事監理業務委託 

  

  

 

 

事業費 126,676,112 円 

基金から充当した額※ 28,751,112 円 

担当部課 教育部 教育総務課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 日新小学校整備事業  

運用事業の概要 

（事業の目的） 

トイレの洋式化率向上及び教育環境の改善を図るため整

備を行います。 

（事業の内容）    

トイレの改修工事を行います。 

 

運用の成果 

小学校児童のより安全で快適な教育施設としての整備・充

実を目的として、各種事業を行いました。 

〇日新小学校トイレ改修工事設計業務委託 

 

事業費 1,353,000 円 

基金から充当した額※ 1,353,000 円 

担当部課 教育部 教育総務課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 中央小学校整備事業  

運用事業の概要 

（事業の目的） 

トイレの洋式化率向上及び教育環境の改善を図るため整

備を行います。 

（事業の内容）    

トイレの改修工事を行います。 

運用の成果 

小学校児童のより安全で快適な教育施設としての整備・充

実を目的として、各種事業を行いました。 

〇中央小学校トイレ改修工事設計業務委託 

事業費 1,155,000 円 

基金から充当した額※ 1,155,000 円 

担当部課 教育部 教育総務課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 泉佐野市の未来を創る教育事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

子どもの未来を育む教育の推進につながる、様々な施策について計

画し、実践していくための支援を行う。 

（事業の内容） 

市内小中学校１８校で行われる様々な特色のある活動について、財

政的支援を行うとともに、泉佐野市学力向上プロジェクトチームで実

施される施策により、セカンドステップや学級の教育力向上研究等を

推進する事業を実施する。また、学力向上に課題のある学校に対して、

様々な支援を実施するため校長ＯＢを配置する。「未来を紡ぐ 子ども

の絆」プロジェクトの交流事業は、コロナ禍のため中止。 

運用の成果 

◆泉佐野市の未来を創る教育事業補助金 

 市内小中学校１８校及び学力向上ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑに補助 

 実施事業一覧 

・人権教育、地域交流、高齢者との交流・「話す力」「聞く力」の充実・

漢字検定・花いっぱいプロジェクト・コミュニケーション力向上研

修・キャリア教育研修・道徳教育の充実・自然を生かした体験活動、

自立！自律！自分に気づき、未来をきずく・セカンドステップの実

践・日本文化の理解、体力づくりの推進・そろばん学習・言語技術

教育・清掃活動、ボランティア活動の推進・喫煙防止、障がい者理

解のための体験学習、国際理解教育 

◆ジュニア防災検定 初級（小学校４年生に実施） 

◆学力向上アドバイザー2 名を小学校に配置 

◆「未来を紡ぐ 子どもの絆」プロジェクトはコロナ禍のため中止 

 

 

 

事業費 ８，043，836 円 

基金から充当した額※ ８，043，836 円 

担当部課 教育部 学校教育課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 泉佐野まなびんぐサポート事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

子どもの学びの状況等に応じたきめ細やかな指導や支援を行うこと

により、子ども一人ひとりの学力や学習意欲等の向上を図ることを目

的とし、各学校の取り組みに対して人的支援を行う。 

（事業の内容） 

小中学校の放課後学習の活性化を図るため、大学生、地域の方々、

退職教員等の皆さんを有償ボランティアとして登録いただき、各学校

で放課後に学習支援を行う。  

運用の成果 

◆放課後学習（まなびんぐサポート事業） 

 ・各学校別実施回数 

  第一小 95 回、第二小 129 回、第三小 84 回、 

  日新小 200 回、北中小 172 回、長坂小 281 回、 

  日根野小 320 回、大木小 47 回、上之郷小 164 回 

  長南小 286 回、末広小 155 回、佐野台小 110 回 

  中央小 189 回 

小学校合計 2232 回 

 

  佐野中 106 回、新池中 52 回、第三中 70 回 

  日根野中 46 回、長南中 70 回 

  中学校合計 344 回 

 

 

 

 

 

事業費 9，397，672 円 

基金から充当した額※ 9，397，672 円 

担当部課 教育部 学校教育課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 中学校教育振興事業（クラブ補助委託） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

市内中学校５校の課外クラブ活動を委託することにより、課外クラ

ブ活動を通じて、望ましい人間関係を形成し、個性の伸長を図り、集

団の一員として協力してよりよいクラブづくりに参画しようとする自

主的、実践的な態度を育てることを目的とする。 

（事業の内容） 

市内中学校における課外クラブ活動を推進するための助成を行う。 

運用の成果 

◆中学校課外クラブ振興委託料 

 中学校５校 70 クラブ 1771 名対象 

 【内訳】 

  佐野中学校 507 名 

 陸上、サッカー、柔道、卓球、男子テニス、女子テニス、野球、バ

トミントン、バレーボール、男子バスケットボール、女子バスケット

ボール、ソフトボール、美術、吹奏楽、演劇、パソコン、手芸 

  新池中学校 412 名 

 陸上、サッカー、卓球、男子テニス、女子テニス、野球、バトミン

トン、バレーボール、男子バスケットボール、女子バスケットボール、

美術、吹奏楽、科学、コーラス 

  第三中学校 306 名 

 陸上、サッカー、剣道、卓球、テニス、野球、バトミントン、バレ

ーボール、男子バスケットボール、女子バスケットボール、ソフトボ

ール、美術、吹奏楽、科学、華道 

  日根野中学校 361 名 

 陸上、サッカー、剣道、テニス、野球、バトミントン、バレーボー

ル、男子バスケットボール、ソフトボール、美術、コーラス、英語、

書道、理科 

  長南中学校 185 名 

 陸上、サッカー、テニス、野球、バレーボール、バスケットボール、

ソフトボール、美術、華道、人権問題研究 

事業費 3,077,400 円 

基金から充当した額※ 558,000 円 

担当部課 教育部 学校教育課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 学校行事事業（小学校スクールバス） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

・羽倉崎地区の児童は通学が遠距離となることから、羽倉崎駅から南

海電車を利用している児童が多く、通学の負担を軽減するための支援

を目的とする。 

・路線バスを利用している大木小学校の児童に対し、通学の負担を軽

減するための支援を目的とする。 

（事業の内容） 

羽倉崎地区から第一小学校へ通う児童及び既存の路線バスを利用し大

木小学校へ通う児童に対し、マイクロバスを借上げ通学の支援を行う

ものとする。 

運用の成果 

◆令和２年度の実施結果は、次のとおりです。 

 第一小学校への運行日数 

  １９１日（登校時 ２便、下校時 ２便） 

 大木小学校への運行日数 

  １８９日（登校時 １便、下校時 １便） 

 

◆この結果、羽倉崎地区の第一小学校通う児童及び路線バスを利用し

大木小学校へ通う児童に対し、通学の支援を行えた。 

 

 

 

 

 

 

 

事業費 15，661，646 円 

基金から充当した額※ 15，661，646 円 

担当部課 教育部 学校教育課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 中学校教育振興事業（クラブ指導員） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

国の「働き方改革」の一環としての、教職員の部活動指導に係る負

担軽減及び部活動指導内容の充実等を目的とする。 

（事業の内容） 

中学校において、適切な練習時間や休養日の設定など部活動の適正

化を進めるために、部活動指導員を配置する取組み。 

運用の成果 

◆中学校部活動指導員 

中学校５校 計 11 クラブ 12 名配置 

 【内訳】 

  佐野中学校 3 クラブ 3 名配置 

 卓球、バドミントン、吹奏楽 

  新池中学校 1 クラブ 1 名配置 

 男子バスケットボール 

  第三中学校 3 クラブ 3 名配置 

 バドミントン、剣道、華道 

  日根野中学校 2 クラブ 2 名配置 

 バドミントン、バレーボール 

  長南中学校 1 クラブ 1 名配置 

 野球 

 

 

 

 

 

 

事業費 3,998,000 円 

基金から充当した額※ 1,478,300 円 

担当部課 教育部 学校教育課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑫スポーツ振興プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 小学校空調整備事業（屋内運動場） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

児童の熱中症対策等を行うとともに、地域住民の避難所

としての環境改善を行います。 

（事業の内容） 

市内各小学校の屋内運動場に空調設備を設置します。 

 

運用の成果 

小学校の屋内運動場は、児童の学習活動及び健康増進、体

力の向上を図る場だけではなく、災害発生時には地域住民

の避難所としての役割を担います。令和 2 年度は第三小学

校、日根野小学校、末広小学校、佐野台小学校の計 4 校の

屋内運動場に空調設備を設置するため各種事業を行いまし

た。 

〇第三・日根野・末広・佐野台小学校屋内運動場空調設備

整備工事 

〇第三・日根野・末広・佐野台小学校屋内運動場空調設備

整備工事監理業務委託 

     

 

事業費 196,874,333 円 

基金から充当した額※ 196,874,333 円 

担当部課 教育部 教育総務課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑫スポーツ振興プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 中学校空調整備事業（屋内運動場・武道場） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

生徒の熱中症対策等を行うとともに、地域住民の避難所

としての環境改善を行います。 

（事業の内容） 

市内各中学校の屋内運動場及び武道場に空調設備を設置

します。 

 

運用の成果 

中学校の屋内運動場及び武道場は、生徒の学習活動及び健

康増進、体力の向上を図る場だけではなく、災害時には地

域住民の避難所としての役割を担います。令和 2 年度は佐

野中学校、新池中学校の計 2 校の屋内運動場及び武道場に

空調設備を設置するため各種事業を行いました。 

〇佐野・新池中学校屋内運動場・武道場空調設備整備工事 

〇佐野・新池中学校屋内運動場・武道場空調設備整備工事

監理業務委託 

  

 

 

 

事業費 181,283,667 円 

基金から充当した額※ 181,283,667 円 

担当部課 教育部 教育総務課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑫スポーツ振興プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 スポーツ振興事業（東京 2020 オリンピック聖火リレー） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会は、市民のスポ

ーツに対する関心が高まる絶好の機会であり、地域のスポーツの振興、

さらにはトップアスリートの育成へと繋がるものと考える。なかでも

聖火リレーについては、オリンピックを身近に感じられる貴重な機会

であり、聖火ランナーだけではなく、沿道でのボランティアスタッフ

及び応援する人びとなど、多くの人の心に残るものとなり、本市のス

ポーツ振興へと繋がるものと考える。 

 

（事業の内容） 

出発式会場となるりんくうアイスパークをスタートし、ゴールとな

る泉佐野駅までの約 2.7km のコースを、聖火を引き継ぎながら聖火ラ

ンナーが市内を走り抜ける。この出発式及び聖火リレーを安全・円滑

に運営するため、出発式会場の設営及びゴールまでの聖火リレーコー

ス沿道周辺の警備を含めた安全対策などを行う。 

運用の成果 

りんくうアイスパークは１日の出発地点となるため、聖火の出発を祝

う「出発式」を行い、第１走者ランナーのトーチに聖火が移されてリ

レーがスタートする。また、出発式の開催直前には、地元大阪を愛す

る「ET-KING」のみなさんによる演奏で会場を盛り上げる。 

 

※事業実施のために準備を進めていたが、新型コロナウイルス感染症

の感染拡大防止のため、令和３年４月５日に大阪府下全域に「まん延

防止等重点措置」が発出、さらに医療機関のひっ迫のため４月７日に

大阪府が「医療非常事態宣言」を発出したことにより、感染拡大防止

のため府下公道での聖火リレーは中止となり、大阪万博記念公園での

聖火リレー実施となった。 

 

事業費 4，491，641 円 

基金から充当した額※ 4，491，641 円 

担当部課 教育部 スポーツ推進課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑫スポーツ振興プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 市営プール管理運営事業（市営プール指定管理委託事業） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

学校プールを含めた市内にある市営プールを、市民の憩いの場、健

康増進や体力向上等を目的に夏期期間中に一般開放する。 

（事業の内容） 

市営プール一般開放期間中の管理責任者や監視員の人材確保、また、

水質や衛生管理のために必要な薬剤等の事前準備など市営プールの夏

期一般開放に向けて施設の管理及び運営等を指定管理者に委託する。 

運用の成果 

市営プールの一般開放については、新型コロナウイルス感染症の感染

拡大防止のために中止とした。 

夏期一般開放に向けて各プールの管理責任者等の人員確保を図るな

ど、事前の準備を進めており、人件費を含めた必要経費を指定管理料

として支出した。 

事業費 3，070，000 円 

基金から充当した額※ 3，070，000 円 

担当部課 教育部 スポーツ推進課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 

 

ご指定の使途 ⑫スポーツ振興プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 
総合体育館整備事業 

（健康増進センターアリーナ・温水プール空調設備更新工事） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

建設後、一定の年数が経過して老朽化している市民総合体育館及び

健康増進センターの長寿命化を図るため、計画的に施設の補修や設備

更新等を行う。 

（事業の内容） 

空調設備や照明器具の更新等を計画的に行う。 

運用の成果 

健康増進や体力向上等を図るために利用する施設利用者が、年間をつ

うじて適切な環境のなかで施設を利用できるよう、健康増進センター

のアリーナ及び温水プールの空調設備を更新した。 

事業費 37，477，000 円 

基金から充当した額※ 37，477，000 円 

担当部課 教育部 スポーツ推進課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑫スポーツ振興プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 市営プール管理運営事業（日根野プール改修） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

学校プールを含めた市内にある市営プールを、市民の憩いの場、健

康増進や体力向上等を目的に夏期期間中に一般開放するため、施設の

維持・管理を行う。 

（事業の内容） 

市営プールを一般開放するため、老朽化等の影響による施設の改修

や不良となった器具等設備の更新を行う。 

運用の成果 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため令和２年度の市営プ

ールの一般開放は中止としたが、長期間に渡り施設の利用をしなかっ

たことなどの影響により、不具合が発生した施設内の電気設備等器具

の取替えを行い、令和３年度の一般開放に向けて改修した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業費 6，050，000 円 

基金から充当した額※ 6，050，000 円 

担当部課 教育部 スポーツ推進課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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令和元年度泉佐野市ふるさと応援寄附金年度 運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑫わがまちプロジェクト（自治振興基金） 

運用事業の名称 防犯推進事業（防犯カメラ設置） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

地域の安全のため、防犯カメラの設置などの整備を進める。 

 

（事業の内容） 

・防犯カメラの設置及び管理 

・町会・自治会に対して、防犯カメラ設置１台につき２０万円を限度

として、補助金を交付する。 

運用の成果 

 補助金を活用して、令和２年度は町会・自治会の防犯カメラが１０

台新たに設置され、今までに５２台の町会・自治会防犯カメラ設置補

助を行った。今後も防犯カメラ設置の補助を継続し、安全・安心なま

ちづくりを推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業費 9,937,300 円 

基金から充当した額※ 1,985,000 円 

担当部課 市民協働部 自治振興課 

基金所管部課 市民協働部 自治振興課 

※各基金に積み立てられた財源は、ふるさと応援寄附金以外の歳入の積み立ても含まれております。 
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